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お話しすること 

＊震災後の主な食品の利用変化 

 ・コープネット宅配事業から 

＊消費者・組合員の声  
 ・コープネット事業連合に寄せられた声から 

＊リスクコミュニケーションに向けて 
 



コープとうきょう概要 
組合員数 1,280,207 人 

出資金総額 217億0,043 万円 

一人あたり 
出資金 

16,951 円 

事業エリア 都内全域（伊豆諸島の一部を除く） 

総事業高 
（2010年度） 

1,571億195 万円 

職員数 正規職員 1,020 人 

パート・アルバイト職員 5,428 人 

コープデリ 
宅配センター 

31センター 

ミニコープ店 46 店 

SM店 28 店 

介護センター 5 事業所 

組合員施設 3 ヵ所 

事業の概況（2011年12月20日現在） 



主な食品の利用変化  野菜 
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主な食品の利用変化  いちご 

53% 

122% 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

140%

栃木県「とちおとめ」 九州産「あまおう」 

前年比 



主な食品の利用変化 牛乳 
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主な食品の利用変化  水 
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主な食品の利用変化   

野菜 
 

西の産地要望 
明確な産地情報 

       水 
２０～３０代子育て層 
        北海道や関西 
ファミリー層 低価格志向 
シニア層   トッププランド志向 

いちご 
 

甘さ 味の安定もあ
るが・・・ 

牛乳 
関東製造の牛乳が敬遠される 
子育て層が北海道産にシフト 
＊ただし放射能検査では検出限界値以上   
の数値は１度も出ていない 



消費者・組合員の声 

「被災地の商品を購入
したい。 

福島産や茨城産を積
極的に扱ってほしい」 

「福島より離れた産地や工場の
ものを購入したい。 

不安な産地の商品は扱わない
でほしい・・・」 



参考 

   節電とエネルギーに関するアンケート 日本生協連資料 

[調査対象] 

 

地域購買生協の組合員のうち、日本生協連営業本部が
募集した「くらしと商品に関するインターネットアンケート
モニター」 
（全国3,676人）を対象に、２０１１年７月実施したもの。 



以前までは産

地を気にしな
かったが、意識

するようになっ

た
25.3%

以前から産地を

気にしていた
が、より一層意

識するように

なった
40.7%

以前から産地を

気にしていたの
で、あまり変わ

らない

25.9%

産地はまったく

気にしていない
8.1%

●問13 東電福島第一原発事故後、食料品を買う

時に産地を気にするようになったか



問１４ 実際の買い物をする行動にどのような変化があったか 

42.3% 

40.6% 

20.9% 

8.2% 

5.3% 

1.8% 

放射能汚染の問題が心配なため、 

特定の産地のものは買わないようにしている 

産地については意識はしているが、 

実際はあまり気にせず買い物をしている 

被災地を応援したいので特定の産地のものを 

意識して買うようにしている 

海外産のものを買う頻度が以前より高くなった 

その他 

無回答 



問１４ 実際の買い物をする行動にどのような変化があったか 

末子年齢別 
回答 

回答者 

（人） 

被災地を応
援したいので
特定の産地
のものを意
識して買うよ
うにしている 

放射能汚染
の問題が心
配なため、特
定の産地の
ものは買わ
ないようにし
ている 

海外産のも
のを買う頻
度が以前よ
り高くなった 

産地につい
て意識はし
ているが、実
際はあまり
気にせず買
い物をしてい
る 

その他 無回答 

末 
子 
年 
齢 

合計 2,160 20.9% 42.3% 8.2% 40.6% 5.3% 1.8% 

1歳未満 78 14.1% 51.3% 14.1% 34.6% 5.1% - 

1～3歳 285 12.6% 47.7% 9.1% 43.9% 4.2% 1.1% 

4～6歳 210 17.1% 49.0% 11.0% 37.6% 2.4% 1.9% 

7～12歳 389 17.2% 46.0% 8.0% 38.8% 5.9% 1.8% 

13～15歳 190 24.7% 39.5% 12.1% 41.6% 5.8% 1.1% 

15～20歳 256 22.3% 32.4% 3.5% 50.4% 4.7% 2.3% 

21歳以上 
または子供なし 

752 26.3% 39.6% 7.2% 38.3% 6.3% 2.1% 



リスクコミュニケーションに向けて 
コープのとりくみ 

コープネット事業連合 

• 産地の理解の上、放射能自主検査を行う 

• 検査結果を都度お知らせする 

• 利用の安心に繋げる 

４／２～  確認検査： 
 ゲルマニウム半導体検出器（精密検査法） 



• 産地状況を伝え、風評被害を減らす 

• 商品の利用で被災地支援につなげる 

 



 
 

リスクコミュニケーションに向けて 
コープの取り組み 

コープとうきょうの取り組みから 
 
 

学習会の言葉の情報は「怖さ」を伝えるだけに
なっていなかったか 

偏らない知識と判断で行動することを福島に
行って学んだ 

本当の意味で生産者と消費者をつなげる活動
をしたい 

～リスクコミュニケーションをし続けること～ 

 


